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沿岸重要漁業資源委託調査

担当者調査普及課長山形 実

技 師斉藤重男

" λF 足助光久

臨 時工藤裕子

治岸性重要魚類(イワシ類、アジ、マサパ、スノレメイカ〉の漁況調査と魚体調査を行をい、漁海

況予報の基礎資料とする。

E 調査内容
(1)調査地 鯵ケ沢.蟹田.油川

(2) 期 間昭和 41年 6月......1 2月

(3) 調査魚種 マイワシ.カタクチイワシ.マアジ.マサパ .λルメイカ

(4) 漁 況 鯵ク沢.小泊.~愛国.油 JI[ .大畑.各港の漁獲高

(5) 多項目調査 2 0 --3 0尾

体長、体重、性別、生殖腺重量、交接の有無、完熟卵の有無、摂餌重量なよび種類、

採鱗、肥満度、年令等

(6) パンチング調査 各魚種 1 0 0尾

(7) スルメイカ標識放流

直調査の概要及び結果

鯵ケ沢では一本釣、蟹田、油川では小型定置網で漁獲された漁獲物を調査したo調査尾数は多項

目、パンチング調査を含め次のと会りであるO

マイワシ……… 26 3屠 カタクチイワシ…… 2.0 7 8尾マアジ・H ・a・B3 1尾

マサパ………… 99 7尾 スルメイカ…...・H ・"1.632尾

(1) 漁況 県統計課の資料による 6魚種の昭和41年の漁獲量はつぎのと会りである。

(a) マイワシ

漁獲量は 2.4 1 5トンで、体長 1口調以とのものは年計で 35%あれ昭和40年は皆無

VL~互い漁獲だったが、本年は過去 8 ヶ年中 3 8年につく・好漁であるo

(b) カタクチイワシ

漁獲量は 8.74 4トンで平年並、過去 Bヶ年中最高の 40年の 64%であるO

(c) ウルメイワシ

漁獲量:は 154トンで、 36年を頂点、として減少の傾向にある。

(めマアジ

漁獲量は 16 1トンで、 36年を頂点として減少の傾向にある。

(e) スノレメイカ

漁獲量は 87. 0 0 4トンでほ Y平年並、昨年と大差がないo

A イワシ類

(1) 体長組成

(a) マイワシ (第1表参照)
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油川のものでは、 1 3. 0 - 2 2.9仰の間に分布し、モードは 14. 5 -. 1 4. 9 cm、 1 8. 5 

-1 8.9cmvr.見られるO 即ち初漁期lては 15Cm前後の小型群が出現し、中期十ては 17-23cnι
の成長段婚の異~る大中型の混合若手が出現してIí>るつ円ずれも産卵後のものと恩われる。

(b) カタクチイワシ (第2表参照〉

油111のもので寸、 5. 0 "._ 1 4， 9 C可IZ)問Vてラミ:仁、モートヘま己月 1ι5--1 3. 4 cm，. i月
は 12日-1 2.?C柄、;'t;竺ぃ 2邑 8;.'C:'土 9.LI " CJ瓜 1 2 汚，-~ i 2. 9 c;m，;亡モードを有ザ

る2峯が見られた;) 8 ，~てるわ...--- 7. 4ジ;'/L 1 '1 ，，-L" 1 [-. .5 ---， 1 0ヲぴt:、 75--'i.れ潟、:2 

月は 7.0-7. 4 ('1，ふる 0-6.4cmに見られる。

富田のもので言、 8.0 _.寸 3.9cmつお?に;子治 iべ

ば 10.0--1 :::. ，;σ似て豆L41Jミグ三 jち初漁期:て 1せ

エー，，-，三 6Ei ' 2. t5 _. 1 2手乙Ti1、 1i月

三二 13ぴR前後をモードとす "i1Xf，!〆
た大型群カ可忠仁、中実J"て:土 7-~.、

モードと F 、二三手、 主主耕、ご t~， ~て

'--. C'~' 云ード(=ナミノJ' 三lt~ とな長、役期 iては 0 ，〆 Lを

i，て己，.._， 7 C況をモートとする小型t't-がi;221J，て

!/，る。

(2) 肥湾主

体w:を依長.:)3 ~更で害!った者をに o iJ口供したものを :~-J ハたロ

泊i!!j:)マイワシで去、 6 7月主主土佐合計につn て見る三 dヌヵ:声、川、カタクチイワシc::; :~苅

度。変動係数:する月 14日を:芦点としてラ ;;::/j、さ〈きコゴいろむと 1L~r土産卵と漬係が i'é:: )も

のと思われぞ、、全た翌三三b須佐7)季節的之~'j ヒ唱する月 4:rj-..7 守 '1 4 H、正でlrと出現 1.-7十もc7:.;大

きぐ、 1 1月 1Q 5、 1 2月2品目出現の1)¥恐すもつれ二てきど。

(3)性比

マイワシについ-r-i、有意差が認められなかったが、カタクチイヲシの 7月 1'l日会

7月26tH本長 20 CTi1以上のものに有意性が認められ、:-... ..:::が士長よりかを 5多:左って

(4) 脊推骨数

び

た。

マイワシです、 4 8 --5 1 :つ問トて分布し、 5 0 恒刀:三~ (、耳三均脊推骨数は 5日o8 7 lち

るcカタクチイワシで(士、 4 4-4 6の向 1て分布 L、 4 5何がJuも多〈、平均脊推骨数は

4 5. 0 7 8であるp

(5) 卵径及び生箔腺

マイワシでは、卵径の分布幅は 0.35--口92毘耳、生ヨ譲重吉::::O. 1 - I 4. 9 [1の問陀量

り、 1 0 f1'を越えるものは 10 .;尾中雌 1 尾、培 3~アブて京分産卵後のえっと思われる。

カタクチイワシでは、 6 月中旬が最大で 7 月下告r]'~てでるとか会ク/トさ〈なって凶るo

8月 16日以後はすべて未熟のものばかりである。

B マ

(1) 

アジ

体長組成 (第3表参照 1

C 

油川のもので三、 ろさ--1 4.4 C1ltの間K分布L、モートゴま r 守8.5 - 8. 9 CTi1、 1 0は 8.0 

-8.4cm、9.0"'-9. 4CTi1、 1O. 5 - 1 1. 9 cm、 1 1月は 1O.5'-1口.9CTi1に見られる。

蟹a'つものでは、 6. 5 - 1 3. 4 G'7ILの聞に分布 1，、モートーは?月 G. ) ~9. 4cm、 1 0月は 10.0 
- 1 0.4 fて見られるコ

(2) その他

調査したアジはいずれも 6-噌 4仰の未熟魚で雌雄の半Ij別もむづかし〈、胃内容も空か0.1

p以下でih!?、消化してiハるため種類は判別できなかった。
可'? サパ
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( 1) 体長組成 (第4表参照)

池川のものでは、 13.0-31.9cmの聞に分布し、モードは?月 14. 0 - 1 4. 9α見、 10 

月は 16. 0 - 1 6. 9 cm、 1 8. 0 - 1 8. 9 cm、 1 1月は 18日-1 8.9 cm. 1 9口--1 9.9 cm 
k見られる。盟国のものでは 11.日--24.守閣の間に分布し、モードは?月 19. 0 - 1 9. 9 

cm. 1 0月は 21.0-21. 9cmI(C見られる。
il.pち、油川、蟹田ともに?月下句には 15 CTI除、よび 19 CTI入 1 0月と匂には 16 cm前後がよ

び21 cm前後をそードとする 2群の混合群が出現、その後は 19 C宵l前後をモードとする型の

揃った群が出現しているO

(2) 肥満度

Y由川のものでは 7.5--1 4.5cm、堅田のものでは 1O. 0 --1 4. 5の間十て見られ、油)11より
も高い値と念っている。

(3) その他

殆んど生殖腺重量が日.1 ?以下であり、性別は不明であったo

D スルメイカ

(1 )体長組成 (第5表参照)

告書ケ沢のものでは、 1 6. 0 --2 9. 9 cmの問陀分布し、モー下にi6月17. 0 --1 7. 9 cm、21.0
--2 1.守cm、 7月は 19. [i --2 O. 9 crn.，. 2 1. 0 --2 1.中cm、 8月は 26. 0 --2 6. 9 cm、?月

は↑ 9.0--1 9.9 cm、 21. 0 --2 1. 9 C宵uτ見られるo

油川のものでは、 1日.0--1 8.9 cmの聞に分布し、モードは 6月、 1 3. 0"'" 1 3. 9 cm、14.0 

--1 4.9α花、 7月は 14. 0 ..... 1 4. 9 cm、守月tl:1 2. 0 --1 2. 9 cml(C見られるO

即ち日本海l七出現するスルメイカは 1scm、21抑制後にモードを有する群と、 26. 0 -_ 

2 6.9cmVてモードを有する生長段階の異念る群があ、る。また油川のものは外套長 1O. 0 

1 8. 0 cmの小型のものでるる。
(2) 肥満度

体重を外套長の 5乗で割った商を 1，0 0 0倍したものを用い?と。

穆ヶ沢の平均肥満度は 6月が高〈、?月が低〈なっている。油川の平均肥満度は逆に?月が

高〈、 6月カ訂正〈在っている。

(3 )性比

x:検定の結果 7月23日のみ 5%の有意水準で有意差がみられ、をな 1%の有意水準では

雌雄共に有意差はみられをい。

(4) 生殖腺

1iZク沢のものは、 0.5--I 8.6 Pの間十亡分布している。

池川のものは、重量は殆んど 0.5P 未満の未熟念ものであるo

(5) 成熟度

鯵ケ沢のものは、完熟状態のもの 6尾、半熟状態のもの 37尾であり、精爽嚢の附着した

ものは 11尾であった。

E スノレメイカ標識放流

昭和 41年 6月7臼夜、海軽海峡三厩沖水深 4omで、 1，0 0 0尾放流したが、その再捕状

況は次のとなbであるo
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輔年月日|再捕位置

!11:1117P円¥
Y7月20J小一5J[三lJJljU
Y8月13臼io松前弁天町'7I 6 7日i中 ! 

再補足数 4 f:署

詳細は昭和 41年変泊岸重要漁業資源委託調査報告書を参照。

第 1表 マイワシ体長組成
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W 考察

1. 漁況

マイワシは、 2，4 1 5トンと昭和38年につぐ好漁であったが、マ噌 とも 90， 9 7 9トン

で昨年の1.2倍であるO カタクチイワ‘ン、ウルメイワ・ン、マアジ、スルメイカは 38%-

78%と減少している。

2. マイワシ

昨年度は漁獲左〈調査が出来左かったが、本年の体長分布市宮は 13-23Cliの大/J¥の混合

群が出現していた。

3. ウノレメイワシ

本年、昨年ともに漁獲をく調査が出来左かった3

4. カタクチイワシ

体長の分布幅は昨年度にないて 5.0-1 3.5Gm、本年度は 4.9-1 4.3 cmであれともに

6月代成熟群が出現して旧るc

5. マアジ

陸突湾K出現するものは体長 13 c:m以下の未成熟岩手であっ10

6. マサノミ

体長の分布悟i:t、昨年は 11-22cm、本年ば 13-22(.:1/1.でともに未成熟群であれ性

別も不明であった。

7. スルメイカ

惣ケ沢に会ける体長。分布憶は 16. 0 "'-' 2 8. 0 cmで、本年i:t1 6 -." 2 8. 9 cmと昨年と変化

がをかったむ

油川ではヲ.0--1 8.5 cmの未成熟の群ばかPであった0

8. スルメイカ標識放流

4 1年 6月7日三厩沖で 1.0 0 0;宅放流、函館、小島、松原i沖で各 1尾、北海道島牧村沖

で?尾再捕された。その再捕期日は 43 --6 7日間でるわ小島なよひ守会前沖のものが島牧

村のものよ台逆;íC~宝 lて再捕されているととから、一旦島牧沖まで北としたものが、南下した

ものか、それとも三厩沖、小島附近I(C_!J.3"'-' 6 7日間辞書泳したものか不明であるo~$>再持

率は口.4%であるO

Fhν 。。つ4



第 2表 カタクチイワシ体長組成

油 '1' I蟹田
階 6月 7月 8月日目 6月 |10月
級 附忽日 4日凶お臼附加 10臼 iE7 日 L空日 6 日 l~~l28 臼 48 1凶 15 日
5蜘 w I 3_j _1~1___1__ _L 1 i211| 

6. 0-I I I 1 1 61 2日 161 28 
6.5-1 1 1 1 1 !日|151 1 21 1I  .161 8 

~I ~~r 251 11 51 11 T三I3 
|24i i 

8.0_-J _I_ . I 1 11 81可412i i131 1!|2  
8.5-1 1 1 4! ! 1341 11 51 141 1| 

5-1 21 1 11 ! 13! 1 L_~ 品三L吐-J
1 0.0-1 1 11 21 1 5 
1 ~.5~ 1 I 1i| 

1 A I <1 I 11・0- I 勺 1~

1 15-1 21 I 181 11 11 I 1 21 可J ! 2i j i 1i 2上三
日-1 231 151 501 16[川 i刊|121l μif4i ~ 
12.5- 叫吋州判 181 I 61 81 I 
13.0-I 171 42112011 一32十1 一~1171  21 
1 3. 5-I 1 I 51 5 i 91 2 

，_j__1__~_[ -_L 11 下 i i 

!4.5-__l_ 1 I 11 j i開-L示||1117-
計 1001100115711O0!1∞1001100110011001100j1∞i1∞11∞110Di 
平均柵!1252叩 11出 112.96i 1回円削|岨9110.6519.60 i 10.05 :押2|珊 iS6122目11H4121111004叶0 
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第 3表 マアジ尾叉長組成

油 )11 盟国

9月別 lM5日
階級

9月28臼110月5日110月19日110月28日111月10日

6.0C役、

竺二」
5 

ι 3 

一

必

時

一

必

斗

4
l

一
マ
r

一
。ι
一

7.5- ? 1 7 

日41:jlいう1J
li??トペ十叫ヰ-十17刊行

1 1. 5-

1 2.口~

12.5-

13.0-

1 3.5--
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第 4表 マサパ体長組成

7由
階級

10月間|開1石1市山両J日l 1 明 1記
9月28日

1 1. OC押トー

1 2.0-

1 3.0- ? 

oo 
au 
n
4
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